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最
後
に
、
こ
れ
は
以
上
挙
げ
た
各
論
点
と
本
質
的
に
か
か
わ
る
わ

け
で
は
な
い
が
、
誤
字
脱
字
な
ど
文
章
表
現
上
の
不
注
意
が
散
見
さ

れ
た
こ
と
も
付
記
す
る
。

　

以
上
、
本
論
文
に
対
し
て
肯
定
的
評
価
を
受
け
る
べ
き
点
と
課
題

と
な
る
点
を
指
摘
し
て
き
た
。
た
だ
し
、
課
題
と
な
る
点
に
し
て
も
、

そ
れ
ら
は
、
全
体
と
し
て
の
本
論
文
の
価
値
を
損
な
う
も
の
で
は
な

く
、
長
島
君
が
研
究
者
と
し
て
更
な
る
成
長
を
示
し
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
挙
げ
た
も
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
審
査
員
一
同
は
、
本
論
文
が
政
治
哲
学
に
か
か
わ
る

学
術
的
価
値
の
高
い
業
績
で
あ
る
と
判
断
し
、
こ
こ
で
示
さ
れ
た
長

島
皓
平
君
の
学
識
が
、
博
士
学
位
（
法
学
、
慶
應
義
塾
大
学
）
を
授

与
す
る
に
値
す
る
旨
を
報
告
す
る
次
第
で
あ
る
。

二
〇
二
四
年
二
月
二
六
日

主
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

田
上　

雅
徳

法
学
研
究
科
委
員・
博
士（
法
学
）　　
　
　
　
　

副
査　

慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授　

萩
原　

能
久

副
査　

慶
應
義
塾
大
学
理
工
学
部
教
授　

高
桑　

和
巳

方
景
暉
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

一　

本
論
文
の
概
要

　

方
景
暉
君
の
提
出
し
た
学
位
請
求
論
文
「
電
磁
的
記
録
を
対
象
に

す
る
捜
査
上
の
捜
索
・
差
押
え
に
関
す
る
研
究
―
―
日
本
と
韓
国
の

制
度
及
び
議
論
を
中
心
に
―
―
」
は
、
同
君
に
よ
る
既
発
表
論
文

（
方
景
暉
「
電
子
情
報
の
捜
索
・
差
押
え
と
被
処
分
者
の
権
利
保
障

―
―
韓
国
の
制
度
に
関
す
る
議
論
を
中
心
に
―
―
」
法
学
政
治
学
論

究
一
二
九
号
（
二
〇
二
一
年
）
六
七
頁
以
下
、
同
「
サ
イ
バ
ー
犯
罪

と
越
境
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
―
―
最
高
裁
判
所
令
和
三
年
二
月
一
日

決
定
に
関
す
る
検
討
―
―
」
情
報
法
制
研
究
一
二
号
（
情
報
法
制
学

会
、
二
〇
二
二
年
）
一
二
〇
頁
以
下
、
同
「
전
자
증
거
의 

압
수·

수
색
에
서
의 

관
련
성 

판
단 

및 

실
무
상 

문
제
점
―
―
한
국 

대
법
원 

및 
일
본 

최
고
재
판
소
의 

판
례
를 

계
기
로
―
―
」
일
감
법
학
제
四

七
호
（
二
〇
二
〇
年
）
一
〇
一
頁
以
下
〔「
電
子
証
拠
の
押
収
・
捜

索
に
お
け
る
関
連
性
判
断
及
び
実
務
上
の
問
題
点
―
―
韓
国
大
法
院

及
び
日
本
最
高
裁
判
所
の
判
例
を
契
機
と
し
て
―
―
」
一
鑑
法
学

（
韓
国
・
建
国
大
学
法
学
研
究
所
）
四
七
号
（
二
〇
二
〇
年
）
一
〇
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一
頁
以
下
〕）
を
ベ
ー
ス
と
し
つ
つ
、
大
幅
に
加
筆
修
正
を
施
し
て
、

一
遍
の
論
文
と
し
て
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
内
容
は
後
に
紹
介
す
る
よ
う
に
、
日
韓
の
制
度
や
判
例
・
学

説
を
手
が
か
り
と
し
て
、
両
国
で
の
電
磁
的
記
録
を
対
象
と
し
た
捜

索
・
差
押
え
の
現
状
と
課
題
を
描
き
出
し
、
両
国
に
対
し
、
立
法
的

な
も
の
を
も
含
む
提
言
を
行
う
意
欲
的
な
も
の
で
あ
る
。

　

本
論
文
は
、
本
文
・
脚
注
、
文
献
一
覧
、
裁
判
例
一
覧
等
を
あ
わ

せ
る
と
約
二
七
万
字
に
及
ぶ
浩
瀚
な
作
品
で
あ
る
。

二　

本
論
文
の
構
成

　

本
論
文
の
構
成
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
な
お
、
本
論
文
に
は
、

以
下
の
ほ
か
、
初
出
一
覧
、
文
献
一
覧
、
裁
判
例
一
覧
、
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
一
覧
が
付
さ
れ
て
い
る
）。

序
章第

1
節　

研
究
の
目
的
と
必
要
性

1　

研
究
の
目
的

2　

研
究
の
必
要
性

第
2
節　

研
究
の
範
囲
と
方
法

1　

研
究
の
範
囲

2　

研
究
の
方
法

第
（
節　

本
稿
の
構
成
及
び
用
語
の
整
理

1　

本
稿
の
構
成

2　

用
語
の
整
理

第
1
章　

電
磁
的
記
録
と
デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
レ
ン
ジ
ッ
ク
の
基
本
概

念

第
1
節　

本
章
の
目
的

第
2
節　

電
磁
的
記
録

1　

電
磁
的
記
録
の
概
念

2　

電
磁
的
記
録
の
特
性

（
1
）
媒
体
独
立
性

（
2
）
不
可
視
性
及
び
不
可
読
性

（
（
）
大
量
性

（
4
）
複
写
の
容
易
性

（
（
）
脆
弱
性

（
6
）
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
連
性

（　

電
磁
的
記
録
の
類
型

（
1
）
有
体
物
に
保
存
さ
れ
て
い
る
電
磁
的
記
録

（
2
）
揮
発
性
情
報
の
電
磁
的
記
録

（
（
）
伝
送
中
に
あ
る
情
報
に
関
す
る
電
磁
的
記
録
の
当

該
可
否

4　

電
磁
的
記
録
に
類
す
る
用
語
及
び
区
別
の
必
要
性
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（
1
）
電
磁
的
記
録
に
類
す
る
用
語

（
2
）
電
磁
的
記
録
に
類
す
る
用
語
と
の
区
別
の
必
要
性

第
（
節　

デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
レ
ン
ジ
ッ
ク

1　

デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
レ
ン
ジ
ッ
ク
の
概
念

2　

デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
レ
ン
ジ
ッ
ク
の
類
型

（
1
）
デ
ィ
ス
ク
フ
ォ
レ
ン
ジ
ッ
ク

（
2
）
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
フ
ォ
レ
ン
ジ
ッ
ク

（
（
）
メ
モ
リ
フ
ォ
レ
ン
ジ
ッ
ク

（
4
）
モ
バ
イ
ル
フ
ォ
レ
ン
ジ
ッ
ク

（
（
）
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
フ
ォ
レ
ン
ジ
ッ
ク

（　

デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
レ
ン
ジ
ッ
ク
の
捜
査
上
の
必
要
性

4　

デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
レ
ン
ジ
ッ
ク
に
よ
る
電
磁
的
記
録
の
収

集
手
続

第
2
章　

日
本
刑
事
訴
訟
法
に
お
け
る
捜
査
機
関
に
よ
る
捜
索
・

差
押
え

第
1
節　

本
章
の
目
的

第
2
節　

捜
索
・
差
押
え
の
基
本
概
念

1　

捜
索
・
差
押
え
の
定
義
と
対
象
物

（
1
）
捜
索
・
差
押
え
の
定
義

（
2
）
捜
索
・
差
押
え
の
対
象
物

2　

令
状
主
義
及
び
強
制
処
分
法
定
主
義
と
の
関
係

（
1
）
令
状
主
義
と
の
関
係

（
2
）
強
制
処
分
法
定
主
義
と
の
関
係

第
（
節　

現
行
刑
事
訴
訟
法
上
の
通
常
捜
索
・
差
押
え

1　

令
状
に
よ
る
捜
索
・
差
押
え

（
1
）
現
行
刑
事
訴
訟
法
上
の
関
連
条
項

（
2
）
令
状
に
よ
る
捜
索
・
差
押
え
の
範
囲

（
（
）
令
状
に
よ
る
捜
索
・
差
押
え
の
執
行

（
4
）
令
状
に
よ
る
捜
索
・
差
押
え
の
執
行
後
の
手
続

2　

令
状
に
よ
ら
な
い
捜
索
・
差
押
え

（
1
）
現
行
刑
事
訴
訟
法
上
の
関
連
条
項

（
2
）
捜
査
上
の
捜
索
・
差
押
え
に
お
け
る
令
状
主
義
の

例
外

（
（
）
令
状
に
よ
ら
な
い
捜
索
・
差
押
え
以
後
の
手
続

第
4
節　

現
行
刑
事
訴
訟
法
上
の
電
磁
的
記
録
に
関
す
る
捜

索
・
差
押
え

1　

平
成
二
三
年
の
刑
事
訴
訟
法
改
正
に
よ
る
関
連
条
項
の

新
設

2　

平
成
二
三
年
の
刑
事
訴
訟
法
改
正
に
よ
り
新
設
さ
れ
た

関
連
条
項
に
関
す
る
検
討

（
1
）
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
て
い
る
記
録
媒
体
か
ら

の
複
写
（
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
）（
九
九
条
二
項
、
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二
一
八
条
二
項
）

（
2
）
記
録
命
令
付
差
押
え
（
九
九
条
の
二
、
二
一
八
条

一
項
）

（
（
）
電
磁
的
記
録
に
関
す
る
記
録
媒
体
の
差
押
え
の
執

行
（
一
一
〇
条
の
二
、
二
二
二
条
一
項
）

（
4
）
被
処
分
者
に
対
す
る
協
力
要
請
（
一
一
一
条
の
二
、

二
二
二
条
一
項
）

（
（
）
電
磁
的
記
録
に
関
す
る
保
全
要
請
（
一
九
七
条
三

項
～
五
項
）

（
6
）
電
磁
的
記
録
に
関
す
る
没
収
（
四
九
八
条
の
二
）

第
（
節　

小
括

第
（
章　

韓
国
刑
事
訴
訟
法
に
お
け
る
捜
査
機
関
に
よ
る
捜
索
・

差
押
え

第
1
節　

本
章
の
目
的

第
2
節　

捜
索
・
差
押
え
の
基
本
概
念

1　

捜
索
・
差
押
え
の
定
義
と
要
件

（
1
）
捜
索
・
差
押
え
の
定
義

（
2
）
捜
索
・
差
押
え
の
要
件

2　

捜
索
・
差
押
え
の
対
象
物
と
対
象
の
制
限

（
1
）
捜
索
・
差
押
え
の
対
象
物

（
2
）
捜
索
・
差
押
え
に
お
け
る
対
象
の
制
限

（　

令
状
主
義
及
び
強
制
処
分
法
定
主
義
と
の
関
係

（
1
）
令
状
主
義
と
の
関
係

（
2
）
強
制
処
分
法
定
主
義
と
の
関
係

4　

捜
索
・
差
押
え
の
用
語
使
用
に
お
け
る
日
本
と
の
相
違

点

第
（
節　

現
行
刑
事
訴
訟
法
上
の
捜
査
機
関
に
よ
る
捜
索
・
差

押
え

1　

令
状
に
よ
る
捜
索
・
差
押
え

（
1
）
現
行
刑
事
訴
訟
法
上
の
関
連
条
項

（
2
）
令
状
に
よ
る
捜
索
・
差
押
え
の
執
行

（
（
）
捜
索
・
差
押
え
の
執
行
後
の
手
続

（
4
）
日
本
と
の
相
違
点

2　

令
状
に
よ
ら
な
い
捜
索
・
差
押
え

（
1
）
現
行
刑
事
訴
訟
法
上
の
関
連
条
項

（
2
）
捜
査
機
関
に
よ
る
捜
索
・
差
押
え
に
お
け
る
令
状

主
義
の
例
外

（
（
）
令
状
に
よ
ら
な
い
捜
索
・
差
押
え
の
執
行
後
の
手

続

（
4
）
日
本
と
の
相
違
点

第
4
節　

現
行
刑
事
訴
訟
法
上
の
電
磁
的
記
録
に
関
す
る
捜

索
・
差
押
え
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1　

二
〇
一
一
年
の
刑
事
訴
訟
法
一
部
改
正
に
よ
る
導
入

2　

現
行
刑
事
訴
訟
法
上
の
関
連
規
定
及
び
こ
れ
に
よ
る
手

続
上
の
特
徴

（
1
）
現
行
刑
事
訴
訟
法
上
の
関
連
規
定
（
同
法
一
〇
六

条
三
項
、
同
条
四
項
）

（
2
）
同
規
定
に
基
づ
い
た
電
磁
的
記
録
の
捜
索
・
差
押

え
に
お
け
る
手
続
上
の
特
徴

（　

新
設
さ
れ
た
刑
事
訴
訟
法
一
〇
六
条
三
項
に
関
す
る
検

討
（
1
）
刑
事
訴
訟
法
一
〇
六
条
三
項
の
意
義

（
2
）
刑
事
訴
訟
法
一
〇
六
条
三
項
に
関
す
る
批
判
的
検

討

4　

日
本
と
の
相
違
点

第
（
節　

小
括

第
4
章　

捜
査
上
の
電
磁
的
記
録
に
関
す
る
捜
索
・
差
押
え
に
お

け
る
日
韓
刑
事
訴
訟
法
上
の
問
題
点

第
1
節　

本
章
の
目
的

第
2
節　

現
行
日
本
刑
事
訴
訟
法
上
の
電
磁
的
記
録
の
捜
索
・

差
押
え
制
度
に
関
す
る
問
題
点

1　

現
行
刑
事
訴
訟
法
上
の
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
に
関
す
る

問
題
点

（
1
）
問
題
の
所
在

（
2
）
現
行
刑
事
訴
訟
法
上
の
関
連
条
項
に
基
づ
く
越
境

リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
の
可
否
の
不
明
確
さ

2　

現
行
刑
事
訴
訟
法
上
の
協
力
要
請
制
度
に
関
す
る
問
題

点
（
1
）
問
題
の
所
在

（
2
）
法
的
義
務
の
履
行
を
担
保
で
き
る
手
段
の
不
在

（
（
）
協
力
要
請
に
係
る
被
処
分
者
の
拒
否
に
お
け
る
代

替
手
段
の
不
充
分
さ

（　

現
行
刑
事
訴
訟
法
上
の
保
全
要
請
制
度
に
関
す
る
問
題

点
（
1
）
問
題
の
所
在

（
2
）
法
的
義
務
の
履
行
を
担
保
す
る
手
段
の
不
在

（
（
）
保
全
要
請
及
び
延
長
に
伴
う
費
用
負
担
の
問
題

（
4
）
捜
査
機
関
の
濫
用
を
防
止
す
る
た
め
の
統
制
措
置

の
不
充
分
さ

4　

捜
査
機
関
に
よ
る
捜
索
・
差
押
え
に
お
け
る
被
処
分
者

の
権
利
保
障
手
段
の
不
充
分
さ

第
（
節　

現
行
韓
国
刑
事
訴
訟
法
上
の
電
磁
的
記
録
の
捜
索
・

差
押
え
制
度
に
関
す
る
問
題
点

1　

現
行
法
上
の
電
磁
的
記
録
の
捜
索
・
差
押
え
に
係
る
法
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的
根
拠
の
不
充
分
さ

2　

捜
索
・
差
押
え
の
許
容
根
拠
の
確
保
に
お
け
る
判
例
又

は
実
務
上
の
慣
行
へ
の
依
存

第
4
節　

現
行
の
日
韓
刑
事
訴
訟
法
上
の
問
題
点
に
よ
っ
て
生

じ
得
る
困
難
さ

1　

日
本
の
場
合

2　

韓
国
の
場
合

第
（
節　

小
括

第
（
章　

捜
査
上
の
電
磁
的
記
録
に
関
す
る
捜
索
・
差
押
え
に
お

け
る
日
韓
の
特
徴
的
な
争
点

第
1
節　

本
章
の
目
的

第
2
節　

電
磁
的
記
録
に
関
す
る
捜
索
・
差
押
え
に
お
け
る
関

連
性
判
断
に
関
す
る
問
題

1　

問
題
の
所
在

2　

日
韓
の
判
例
に
関
す
る
検
討

（
1
）
日
本
―
―
最
決
平
成
一
〇
年
五
月
一
日
刑
集
五
二

券
四
号
二
七
五
頁

（
2
）
韓
国
―
―
二
〇
一
五
年
七
月
一
六
日
宣
告
大
法
院

二
〇
一
一
모
一
八
三
九
全
員
合
意
体
決
定

（
（
）
検
討

（　

電
磁
的
記
録
に
関
す
る
捜
索
・
差
押
え
に
お
け
る
「
関

連
性
」
の
判
断

（
1
）
関
連
性
の
意
味

（
2
）「
関
連
性
」
の
判
断
に
関
す
る
日
韓
の
議
論
状
況

（
（
）
検
討

4　

関
連
争
点
―
―
関
連
性
判
断
に
お
け
る
包
括
的
差
押
え

に
関
す
る
問
題

（　

考
察

第
（
節　

電
磁
的
記
録
に
関
す
る
捜
索
・
差
押
え
に
お
け
る
別

件
証
拠
の
取
扱
い
に
関
す
る
問
題

1　

問
題
の
所
在

2　

別
件
証
拠
に
関
す
る
韓
国
大
法
院
判
例
の
事
案
の
概
要

及
び
原
審
と
大
法
院
の
判
断

（
1
）
事
案
の
概
要

（
2
）
原
審
の
判
断

（
（
）
韓
国
大
法
院
の
判
断

（　

電
磁
的
記
録
に
関
す
る
捜
索
・
差
押
え
に
お
け
る
別
件

証
拠
に
係
る
実
務
上
の
問
題
点

（
1
）
既
に
適
法
に
差
し
押
さ
え
た
記
録
媒
体
か
ら
別
件

証
拠
が
発
見
さ
れ
た
場
合

（
2
）
ま
だ
差
し
押
さ
え
ら
れ
て
い
な
い
記
録
媒
体
か
ら

別
件
証
拠
が
発
見
さ
れ
た
場
合
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4　

別
件
証
拠
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
考
慮
で
き
る
既

存
の
手
段
に
関
す
る
検
討

（
1
）
現
行
の
日
韓
刑
事
訴
訟
法
が
許
容
し
て
い
る
手
段

に
よ
る
対
処
の
可
否

（
2
）
緊
急
捜
索
・
差
押
え
（
プ
レ
イ
ン
・
ビ
ュ
ー
法
理

の
適
用
）
に
関
す
る
可
否

（　

電
磁
的
記
録
の
捜
索
・
差
押
え
に
お
け
る
別
件
証
拠
の

適
法
な
差
押
え
の
た
め
の
方
策
の
模
索

（
1
）
検
証
許
可
状
に
よ
る
対
処
に
関
す
る
検
討

（
2
）
立
法
に
よ
る
対
処
に
関
す
る
検
討

6　

考
察

第
4
節　

電
磁
的
記
録
に
関
す
る
捜
索
・
差
押
え
に
お
け
る
越

境
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
に
関
す
る
問
題

1　

問
題
の
所
在

2　

越
境
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
の
定
義
及
び
必
要
性

（
1
）
越
境
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
の
定
義

（
2
）
捜
査
上
の
越
境
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
の
必
要
性

―
―
国
際
捜
査
共
助
が
有
す
る
限
界
点

（　

日
本
の
議
論
及
び
裁
判
例
に
関
す
る
整
理
及
び
検
討

（
1
）
国
外
に
お
け
る
捜
査
の
可
否

（
2
）
最
高
裁
令
和
三
年
二
月
一
日
決
定
が
出
る
ま
で
の

議
論
状
況
―
―
国
際
越
境
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
捜

査
の
可
否

（
（
）
最
高
裁
令
和
三
年
二
月
一
日
決
定

（
4
）
最
高
裁
令
和
三
年
二
月
一
日
決
定
が
出
さ
れ
た
後

の
議
論
状
況
―
―
残
さ
れ
た
問
題

4　

韓
国
の
議
論
及
び
裁
判
例
に
関
す
る
整
理
及
び
検
討

（
1
）
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
の
導
入
に
関
す
る
立
法
の
動

き

（
2
）（
越
境
）
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
の
許
容
根
拠
に
関
す

る
議
論
の
状
況

（　

考
察

（
1
）
日
本

（
2
）
韓
国

第
（
節　

小
括

第
6
章　

捜
査
上
の
電
磁
的
記
録
に
関
す
る
捜
索
・
差
押
え
に
お

け
る
日
韓
へ
の
提
言

第
1
節　

本
章
の
目
的

第
2
節　

日
本
に
提
案
で
き
る
韓
国
の
制
度

1　

電
磁
的
記
録
に
関
す
る
捜
索
・
差
押
え
に
お
け
る
参
与

権
制
度

（
1
）
捜
索
・
差
押
え
に
お
け
る
適
法
性
確
保
手
段
と
し
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て
の
参
与
権

（
2
）
電
磁
的
記
録
に
関
す
る
捜
索
・
差
押
え
の
適
法
な

執
行
の
た
め
の
参
与
権
保
障
の
時
間
的
範
囲

（
（
）
電
磁
的
記
録
に
関
す
る
捜
索
・
差
押
え
の
適
法
な

執
行
の
た
め
の
参
与
権
保
障
に
伴
う
問
題
点

（
4
）
韓
国
刑
事
訴
訟
法
上
の
参
与
権
制
度
が
有
す
る
限

界
に
関
す
る
改
善
策

2　

電
磁
的
記
録
に
関
す
る
捜
索
・
差
押
え
に
お
け
る
専
門

家
参
与
人
制
度

（
1
）
電
磁
的
記
録
の
捜
索
・
差
押
え
に
お
け
る
第
三
者

で
あ
る
専
門
家
の
参
与

（
2
）
電
磁
的
記
録
に
関
す
る
捜
索
・
差
押
え
に
お
け
る

専
門
家
参
与
人
制
度

第
（
節　

韓
国
に
提
案
で
き
る
日
本
の
制
度

1　

電
磁
的
記
録
に
関
す
る
捜
索
・
差
押
え
に
お
け
る
リ
モ

ー
ト
ア
ク
セ
ス

（
1
）
越
境
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
の
執
行
に
関
す
る
許
容

の
明
文
化

（
2
）
電
磁
的
記
録
が
保
存
さ
れ
た
記
録
媒
体
の
場
所
に

応
じ
た
対
応
策
の
模
索

（
（
）（
越
境
）
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
執
行
の
透
明
性
を
強

化
す
る
た
め
の
方
法

2　

電
磁
的
記
録
に
関
す
る
捜
索
・
差
押
え
に
お
け
る
記
録

命
令
付
差
押
え

（　

電
磁
的
記
録
に
関
す
る
捜
索
・
差
押
え
に
お
け
る
協
力

要
請
制
度

4　

電
磁
的
記
録
に
関
す
る
捜
索
・
差
押
え
に
お
け
る
保
全

要
請
制
度

（
1
）
保
全
要
請
制
度
の
導
入
に
係
る
韓
国
の
議
論
状
況

（
2
）
保
全
要
請
制
度
に
関
連
し
て
日
韓
に
提
案
で
き
る

要
素

（　

日
本
刑
事
訴
訟
法
上
の
電
磁
的
記
録
の
没
収
制
度
に
関

す
る
韓
国
へ
の
導
入
可
否

第
4
節　

小
括

終
章

三　

本
論
文
の
内
容

　

本
章
は
、
序
章
お
よ
び
終
章
の
ほ
か
、
六
章
か
ら
な
る
。

　

各
章
の
内
容
を
要
約
す
る
な
ら
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

1　

序
章
で
は
、
本
稿
の
問
題
意
識
が
示
さ
れ
る
。
そ
れ
は
端
的
に

言
え
ば
、
日
韓
両
国
に
お
い
て
電
磁
的
記
録
に
対
す
る
捜
索
・
差
押
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え
に
関
す
る
議
論
が
盛
ん
で
あ
り
、
両
国
と
も
諸
外
国
の
動
向
を
参

照
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
参
照
さ
れ
る
外
国
と
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

や
ド
イ
ツ
で
あ
る
場
合
が
多
く
、
日
韓
の
両
国
間
で
、
相
互
に
相
手

国
の
制
度
を
紹
介
し
た
り
、
こ
れ
を
参
考
に
し
て
議
論
し
た
り
す
る

こ
と
が
こ
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
は
極
め
て
少
な
い
と
い
う
も
の
で
あ

り
、
ま
た
、
両
国
間
に
は
相
互
に
参
照
す
る
に
値
す
る
制
度
や
議
論

が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
方
君
は
、
今
日
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

関
す
る
技
術
が
発
展
す
る
に
伴
い
、
生
成
・
保
存
さ
れ
る
電
磁
的
記

録
の
量
も
増
加
し
て
い
る
こ
と
、
こ
の
た
め
犯
罪
に
関
す
る
情
報
が

電
磁
的
記
録
の
形
で
保
存
さ
れ
る
場
合
が
非
常
に
多
い
こ
と
、
電
磁

的
記
録
は
不
可
視
性
・
不
可
読
性
と
い
っ
た
性
質
を
有
す
る
こ
と
か

ら
、
捜
索
・
差
押
え
に
際
し
こ
れ
ら
の
性
質
に
配
慮
し
た
制
度
が
必

要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
電
磁
的
記
録
の
捜
索
・
差
押
え
に
か
か

る
議
論
の
重
要
性
を
強
調
す
る
。

2　

第
1
章
で
は
、
捜
査
上
の
電
磁
的
記
録
に
関
す
る
捜
索
・
差
押

え
を
論
ず
る
た
め
の
前
提
と
な
る
、
電
磁
的
記
録
と
デ
ジ
タ
ル
フ
ォ

レ
ン
ジ
ッ
ク
の
概
念
や
関
連
す
る
制
度
が
紹
介
・
整
理
さ
れ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
電
磁
的
記
録
に
つ
き
、
ま
ず
、
日
本
刑
法
七
条
の
二

の
規
定
を
参
照
し
て
、「
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の

知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記

録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も

の
」
と
こ
れ
を
定
義
し
、
つ
い
で
、
電
磁
的
記
録
に
は
、
媒
体
独
立

性
、
不
可
視
性
・
不
可
読
性
、
大
量
性
、
複
写
の
容
易
性
、
脆
弱
性
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
連
性
と
い
っ
た
性
質
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
電
磁
的
記
録
に
は
、
有
体
物
に
記
録
さ
れ
て
い
る
場
合
、

（
有
体
物
に
記
録
さ
れ
て
い
る
も
の
の
中
で
も
）
揮
発
性
の
あ
る
状

態
で
記
録
さ
れ
て
い
る
場
合
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
て
伝
送
中
に

あ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
も
、
あ
わ
せ
て
指
摘
さ
れ
る
。

　

次
に
、
デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
レ
ン
ジ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
そ
の
対
象
の

性
質
に
応
じ
て
、
デ
ィ
ス
ク
フ
ォ
レ
ン
ジ
ッ
ク
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
フ

ォ
レ
ン
ジ
ッ
ク
、
メ
モ
リ
フ
ォ
レ
ン
ジ
ッ
ク
、
モ
バ
イ
ル
フ
ォ
レ
ン

ジ
ッ
ク
と
い
っ
た
区
別
が
な
さ
れ
、
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
レ
ン
ジ

ッ
ク
が
「
事
前
準
備
→
デ
ー
タ
の
収
集
→
デ
ー
タ
の
分
析
→
報
告
」

と
い
っ
た
段
階
を
経
て
行
わ
れ
る
と
こ
ろ
、
各
段
階
ご
と
に
法
的
統

制
の
あ
り
方
を
論
ず
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

3　

第
2
章
お
よ
び
第
（
章
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
日
本
と
韓
国
に
お
け

る
捜
索
・
差
押
え
の
手
続
お
よ
び
関
連
す
る
解
釈
問
題
が
概
観
さ
れ

る
。

　

す
な
わ
ち
、
第
2
章
で
は
日
本
に
お
け
る
、
第
（
章
で
は
韓
国
に
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お
け
る
、
捜
索
・
差
押
え
の
概
念
や
捜
索
・
差
押
え
一
般
に
対
す
る

法
的
統
制
の
あ
り
方
、
電
磁
的
記
録
に
か
か
る
捜
索
・
差
押
え
に
対

す
る
法
的
統
制
の
あ
り
方
が
概
観
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
両
国
の
捜

索
・
差
押
え
が
基
本
的
に
は
同
様
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、
た
だ
し
、

た
と
え
ば
韓
国
に
お
い
て
は
捜
索
差
押
許
可
状
の
請
求
権
者
が
日
本

よ
り
も
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
日
本
で
は
司
法
警
察
員
も
請
求
権

者
で
あ
る
が
、
韓
国
で
は
請
求
権
者
が
検
察
官
に
限
定
さ
れ
る
）
や
、

日
本
で
は
被
処
分
者
の
権
利
と
さ
れ
な
い
捜
査
機
関
に
よ
る
捜
索
・

差
押
え
に
際
し
て
の
立
会
い
が
韓
国
で
は
被
処
分
者
の
権
利
と
位
置

付
け
ら
れ
る
こ
と
等
、
両
国
の
捜
索
・
差
押
え
制
度
の
相
違
点
が
丁

寧
に
描
き
出
さ
れ
る
。
あ
わ
せ
て
、
両
国
が
、
近
年
の
刑
事
訴
訟
法

改
正
で
、
電
磁
的
記
録
の
捜
索
・
差
押
え
に
関
す
る
制
度
を
導
入
し

た
こ
と
が
紹
介
・
整
理
さ
れ
る
。

4　

第
4
章
で
は
、
第
2
章
・
第
（
章
で
の
紹
介
・
整
理
を
踏
ま
え

て
、
電
磁
的
記
録
の
捜
索
・
差
押
え
に
か
か
る
両
国
に
お
け
る
問
題

が
析
出
さ
れ
る
。

　

日
本
に
つ
い
て
は
、
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
、
協
力
要
請
、
保
全
要

請
に
関
す
る
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
る
。
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
に
つ
い

て
は
、
越
境
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
の
可
否
に
つ
い
て
法
文
上
不
明
確

で
あ
る
こ
と
、
協
力
要
請
・
保
全
要
請
に
つ
い
て
は
そ
の
実
効
性
や

被
処
分
者
の
権
利
保
障
に
限
界
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

　

韓
国
に
つ
い
て
は
、
刑
事
訴
訟
法
上
、
電
磁
的
記
録
に
関
す
る
捜

索
・
差
押
え
に
関
す
る
規
定
が
少
な
く
、
刑
事
訴
訟
法
の
解
釈
（
大

法
院
の
判
例
や
捜
査
実
務
上
の
慣
行
）
に
よ
り
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス

等
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
紹
介
・
整
理
さ
れ
る
。
方
君
は
、
こ
の

よ
う
な
韓
国
刑
事
訴
訟
法
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
改
善
の
必
要
性
を

指
摘
す
る
。

5　

第
（
章
は
、
前
章
ま
で
の
整
理
を
踏
ま
え
、
三
つ
の
問
題
に
つ

い
て
個
別
具
体
的
な
検
討
を
加
え
る
。

　

そ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
①
電
磁
的
記
録
に
関
す
る
捜

索
・
差
押
え
に
か
か
る
関
連
性
判
断
、
②
電
磁
的
記
録
に
関
す
る
捜

索
・
差
押
え
に
か
か
る
別
件
証
拠
の
取
扱
い
、
③
越
境
リ
モ
ー
ト
ア

ク
セ
ス
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
。
方
君
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
、
①

日
韓
両
国
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
活
発
な
議
論
が
あ
る
問
題
、
②
日
韓

を
比
較
し
た
場
合
、
韓
国
に
お
い
て
よ
り
活
発
な
議
論
が
あ
る
問
題
、

③
韓
国
で
は
刑
事
訴
訟
法
上
の
規
定
を
整
備
し
な
い
ま
ま
行
わ
れ
て

お
り
、
議
論
の
蓄
積
も
相
対
的
に
は
少
な
い
が
、
日
本
で
は
一
定
の

法
整
備
が
行
わ
れ
て
い
る
上
、
議
論
が
活
発
で
あ
る
問
題
と
位
置
付

け
、
電
磁
的
記
録
に
関
す
る
捜
索
・
差
押
え
に
か
か
る
諸
問
題
の
中

で
も
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
き
特
に
詳
細
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
す
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る
。

　

こ
の
う
ち
、
①
関
連
性
判
断
に
つ
い
て
、
本
論
文
は
、
日
韓
両
国

に
お
い
て
、
電
磁
的
記
録
に
関
す
る
捜
索
・
差
押
え
に
際
し
、
あ
る

記
録
媒
体
が
捜
索
・
差
押
え
の
対
象
と
し
て
特
定
さ
れ
た
物
に
該
当

す
る
か
否
か
の
確
認
が
容
易
で
は
な
い
と
い
う
事
態
が
し
ば
し
ば
生

ず
る
が
、
日
本
で
は
、
こ
の
関
連
性
の
有
無
の
判
断
を
、
当
該
記
録

媒
体
の
外
形
的
状
況
も
含
め
た
蓋
然
性
の
有
無
に
よ
っ
て
行
っ
て
い

る
が
、
韓
国
で
は
、
関
連
性
要
件
を
緩
や
か
に
解
す
る
等
、
日
本
に

お
け
る
判
断
よ
り
も
緩
や
か
な
判
断
が
行
わ
れ
て
い
る
と
す
る
。

　

ま
た
、
②
別
件
証
拠
に
つ
い
て
、
本
論
文
は
、
捜
査
機
関
が
既
に

適
法
に
差
し
押
さ
え
た
記
録
媒
体
中
に
含
ま
れ
て
い
る
別
件
に
関
す

る
電
磁
的
記
録
を
捜
査
機
関
が
利
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
韓
国
で

は
、
別
件
に
対
す
る
捜
索
差
押
許
可
状
の
発
付
を
受
け
（
当
初
の
差

押
え
を
受
け
た
）
被
処
分
者
に
参
与
（
日
本
で
は
「
立
会
い
」）
権

を
保
障
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
大
法
院
判
例
が
あ
る
こ
と
を
紹
介

し
、
こ
の
点
が
日
本
に
お
け
る
取
扱
い
と
異
な
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

さ
ら
に
、
③
越
境
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
、
本
論
文
は
、

ま
ず
、
日
本
刑
事
訴
訟
法
は
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
の
規
定

を
有
し
、
当
該
規
定
に
基
づ
い
て
越
境
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
が
許
さ

れ
る
か
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
韓
国
刑
事
訴
訟
法
は
（
越

境
で
は
な
い
）
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
一
般
に
つ
い
て
の
規
定
を
有
し

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
法
院
判
例
に
よ
っ
て
越
境
リ
モ
ー
ト
ア

ク
セ
ス
が
許
容
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、
日
韓
両
国
で
は
越
境

リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
の
可
否
を
論
ず
る
前
提
に
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ

る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
、
本
論
文
は
、
越
境
リ
モ
ー
ト
ア
ク

セ
ス
を
立
法
に
よ
ら
ず
に
行
う
こ
と
は
問
題
が
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、

越
境
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
に
か
か
る
日
本
の
最
高
裁
判
例
や
学
説
を

詳
細
に
検
討
す
る
。

6　

第
6
章
は
、
第
4
章
・
第
（
章
に
お
け
る
紹
介
・
検
討
を
前
提

と
し
、
日
韓
両
国
に
対
し
、
立
法
や
運
用
に
か
か
る
提
案
を
行
う
。

　

ま
ず
、
日
本
に
対
し
て
は
、
捜
査
段
階
で
の
捜
索
・
差
押
え
一
般

に
つ
き
被
疑
者
立
会
い
の
制
度
を
整
備
す
べ
き
こ
と
、
電
磁
的
記
録

に
関
す
る
捜
索
・
差
押
え
に
つ
い
て
は
捜
索
・
差
押
え
の
現
場
に
お

け
る
立
会
権
の
み
な
ら
ず
、
電
磁
的
記
録
媒
体
を
搬
出
す
る
段
階
や

電
磁
的
記
録
内
の
関
係
情
報
の
探
索
・
出
力
等
を
行
う
段
階
で
の
立

会
権
保
障
も
行
わ
れ
る
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
。
ま
た
、
あ
わ
せ
て
、

電
磁
的
記
録
に
関
す
る
捜
索
・
差
押
え
に
際
し
て
は
、
被
疑
者
だ
け

で
は
な
く
、
専
門
家
の
立
会
い
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
こ
と
、
そ
の
制

度
設
計
に
は
韓
国
に
お
い
て
導
入
に
向
け
た
議
論
が
あ
る
専
門
家
参

与
人
制
度
を
参
照
す
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
。

　

次
に
、
韓
国
に
対
し
て
は
、
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
や
保
全
要
請
制
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度
等
、
立
法
的
な
手
当
て
が
な
さ
れ
て
い
な
い
措
置
に
つ
い
て
、
日

本
に
お
け
る
立
法
例
を
参
照
し
つ
つ
、
規
定
を
整
備
す
べ
き
こ
と
を

主
張
す
る
。

7　

終
章
は
、
本
論
文
を
要
約
し
た
上
で
、
日
韓
両
国
を
対
象
と
し

た
比
較
法
研
究
の
重
要
性
を
説
く
。

　

本
論
文
に
よ
れ
ば
、
従
来
、
日
韓
両
国
を
対
象
と
し
た
比
較
法
研

究
は
必
ず
し
も
活
発
と
は
い
え
な
い
が
、
日
韓
の
刑
事
訴
訟
法
が
捜

索
・
差
押
え
に
関
し
て
類
似
し
た
体
系
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
相

互
比
較
が
容
易
で
あ
る
た
め
、
今
後
も
、
両
国
の
制
度
・
議
論
を
対

象
と
し
た
多
様
か
つ
詳
細
な
研
究
が
続
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い

う
。

四　

本
論
文
の
評
価

1　

本
論
文
は
、
日
韓
の
電
磁
的
記
録
に
関
す
る
捜
索
・
差
押
え
に

か
か
る
包
括
的
な
研
究
と
し
て
の
価
値
を
有
す
る
。
日
本
に
お
け
る

韓
国
刑
事
訴
訟
法
研
究
は
、
ご
く
一
部
の
例
外
を
除
い
て
手
薄
で
あ

り
、
韓
国
に
お
け
る
捜
索
・
差
押
え
に
か
か
る
議
論
を
こ
れ
ほ
ど
詳

細
に
紹
介
し
た
日
本
語
に
よ
る
研
究
は
、
他
に
類
を
見
な
い
。

　

ま
た
、
本
論
文
は
、
韓
国
の
制
度
を
紹
介
す
る
に
際
し
、
一
足
飛

び
に
電
磁
的
記
録
に
関
す
る
制
度
に
か
か
る
議
論
か
ら
叙
述
を
始
め

る
の
で
は
な
く
、
捜
索
・
差
押
え
一
般
の
概
念
や
要
件
等
、
基
本
的

な
事
項
か
ら
丁
寧
に
説
明
を
開
始
し
て
お
り
、
必
ず
し
も
韓
国
刑
事

訴
訟
法
の
知
識
が
十
分
と
は
い
え
な
い
多
く
の
日
本
人
研
究
者
（
あ

る
い
は
日
本
に
お
い
て
刑
事
訴
訟
法
学
を
学
び
研
究
す
る
外
国
人
研

究
者
。
以
下
同
様
）
に
と
っ
て
、
懇
切
丁
寧
な
論
じ
方
と
な
っ
て
い

る
。

　

ま
た
、
本
論
文
は
、
日
本
の
制
度
に
つ
い
て
も
捜
索
・
差
押
え
一

般
の
概
念
や
要
件
等
、
基
本
的
な
事
項
か
ら
丁
寧
に
説
明
を
開
始
し

て
い
る
。
日
本
人
研
究
者
に
と
っ
て
は
い
く
ぶ
ん
冗
長
な
面
も
あ
る

が
、
本
論
文
が
韓
国
語
に
翻
訳
さ
れ
韓
国
で
刊
行
さ
れ
た
場
合
に
は
、

多
く
の
韓
国
人
研
究
者
に
と
っ
て
、
日
本
に
お
け
る
捜
索
・
差
押
え

に
か
か
る
議
論
に
つ
き
、
よ
り
深
み
の
あ
る
理
解
を
も
た
ら
す
も
の

と
な
ろ
う
。

2　

本
論
文
は
、
韓
国
人
留
学
生
と
し
て
日
韓
の
比
較
法
研
究
に
挑

ん
だ
方
君
の
熱
意
と
意
欲
を
証
明
す
る
も
の
で
も
あ
る
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
本
論
文
は
日
韓
の
電
磁
的
記
録
に
関
す
る
捜

索
・
差
押
え
に
か
か
る
包
括
的
な
比
較
法
研
究
で
あ
る
が
、
そ
れ
に

止
ま
ら
ず
日
韓
の
捜
索
・
差
押
え
一
般
を
包
括
的
に
比
較
・
検
討
す

る
も
の
で
も
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
日
本
法
に
か
か
る
文
献
調
査
は
単
に
代
表
的
な
資
料
を
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用
い
る
の
み
で
は
な
く
、
幅
広
く
数
多
く
の
資
料
を
収
集
し
分
析
し

検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
関
す
る
最
新
情
報
に
つ

い
て
は
、
法
律
学
に
関
す
る
文
献
の
み
な
ら
ず
技
術
的
な
文
書
に
至

る
ま
で
資
料
を
収
集
し
参
照
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
広
範
な
文
献
の
渉
猟
は
、
も
ち
ろ
ん
研
究
者
に
と
っ

て
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
方
君
が
後
期
博
士
課
程
に
入
学
し
て

初
め
て
日
本
国
内
に
お
け
る
研
究
を
開
始
し
た
留
学
生
で
あ
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
限
ら
れ
た
時
間
内
で
こ
れ
だ
け
多
く
の
（
方
君
に
と

っ
て
外
国
語
で
あ
る
）
日
本
語
文
献
を
使
い
こ
な
し
た
こ
と
は
称
賛

に
値
す
る
。
方
君
の
熱
意
と
意
欲
は
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

3　

本
論
文
が
日
本
刑
事
訴
訟
法
学
に
も
た
ら
す
知
見
と
し
て
は
、

た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

　

日
本
で
は
、
捜
索
・
差
押
え
は
、
当
該
処
分
の
客
体
に
対
す
る
占

有
が
被
処
分
者
か
ら
処
分
者
へ
移
っ
た
時
点
で
終
了
す
る
と
一
般
に

理
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
日
本
刑
事
訴
訟
法
は
、
占
有
を
移

転
さ
せ
る
時
点
に
着
目
し
て
、
法
的
な
統
制
を
及
ぼ
そ
う
と
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
統
制
の
方
法
か
ら
す
れ
ば
、
占
有
移
転
終
了
後
の

捜
査
機
関
に
よ
る
活
動
（
た
と
え
ば
差
し
押
さ
え
た
物
の
分
析
）
に

対
し
て
は
法
的
な
統
制
が
及
び
に
く
い
。
こ
の
段
階
の
活
動
は
、
既

に
処
分
が
終
了
し
た
後
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
韓
国
に
お
い
て
は
、
捜
査
機
関
が
電
磁
的
記
録
の

占
有
を
取
得
し
た
後
の
時
点
に
つ
い
て
も
、
被
処
分
者
に
立
会
権

（
韓
国
で
は
「
参
与
権
」）
を
保
障
す
る
こ
と
の
必
要
性
・
重
要
性

（
本
論
文
は
、
被
処
分
者
の
参
与
権
を
「
捜
査
機
関
の
処
分
に
協
力

す
る
と
と
も
に
、
捜
査
機
関
の
不
当
な
行
為
に
関
し
て
異
議
を
申
し

立
て
る
な
ど
、
自
分
に
発
生
し
う
る
権
利
の
侵
害
な
ど
に
積
極
的
に

意
思
表
示
で
き
る
権
利
で
あ
る
」
と
す
る
）
や
限
界
（
捜
査
上
の
秘

密
の
保
護
や
捜
査
の
迅
速
性
の
低
下
、
長
期
間
に
わ
た
る
参
与
権
行

使
の
困
難
さ
等
）
が
語
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
本
論
文
は
、
捜
索
・
差
押
え
の
現
場
や
、
当
該
客
体
を

解
析
す
る
時
点
で
、
デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
レ
ン
ジ
ッ
ク
技
術
に
関
す
る
専

門
家
（「
専
門
家
参
与
人
」）
が
立
ち
会
う
こ
と
の
必
要
性
を
論
ず
る
。

方
君
は
、
こ
の
専
門
家
参
与
人
に
つ
き
、
韓
国
に
お
け
る
議
論
を
詳

細
に
紹
介
し
つ
つ
、
専
門
家
参
与
人
と
な
り
得
る
の
は
ど
の
よ
う
な

者
で
あ
る
べ
き
か
（
本
論
文
は
、
専
門
家
参
与
人
と
し
て
、
デ
ジ
タ

ル
フ
ォ
レ
ン
ジ
ッ
ク
に
関
す
る
専
門
家
で
あ
っ
て
法
律
的
な
知
識
を

有
し
て
い
る
者
を
想
定
す
る
）、
専
門
家
参
与
人
が
担
う
役
割
は
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
べ
き
か
（
本
論
文
は
、
専
門
家
参
与
人
に
、

被
処
分
者
に
対
し
デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
レ
ン
ジ
ッ
ク
に
関
す
る
説
明
を
す

る
役
割
お
よ
び
捜
査
段
階
で
電
磁
的
記
録
が
捜
査
機
関
に
よ
り
変
更

さ
れ
て
い
な
い
か
確
認
し
公
判
廷
で
証
言
す
る
役
割
を
期
待
す
る
）、
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専
門
家
参
与
人
を
ど
の
よ
う
に
選
定
す
る
べ
き
か
（
本
論
文
は
、
専

門
家
参
与
人
は
捜
査
機
関
か
ら
独
立
に
選
任
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と

す
る
）、
専
門
家
参
与
人
の
参
与
が
必
須
と
さ
れ
る
の
は
ど
の
よ
う

な
場
合
で
あ
る
べ
き
か
（
本
論
文
は
、
捜
査
機
関
が
占
有
を
取
得
し

た
電
磁
的
記
録
内
を
探
索
す
る
段
階
で
は
、
専
門
家
参
与
人
の
参
与

を
義
務
化
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
）
等
を
、
詳
細
に
論
ず
る
。

　

こ
の
よ
う
な
韓
国
に
お
け
る
参
与
の
あ
り
方
を
、
直
ち
に
日
本
に

お
け
る
制
度
設
計
に
反
映
し
得
る
か
に
つ
い
て
は
慎
重
な
議
論
を
要

す
る
が
、
当
該
客
体
に
対
す
る
占
有
が
移
転
し
た
後
の
手
続
に
対
す

る
法
的
な
統
制
の
あ
り
方
と
い
う
新
し
い
視
点
を
日
本
刑
事
訴
訟
法

学
に
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。

4　

他
方
、
本
論
文
に
も
い
く
つ
か
の
難
点
が
あ
る
。

　

ま
ず
、
本
論
文
の
説
明
や
記
述
に
冗
長
な
面
が
あ
る
こ
と
は
否
定

し
難
い
。
博
士
論
文
と
し
て
は
や
や
教
科
書
的
に
過
ぎ
る
と
評
価
せ

ざ
る
を
得
な
い
記
述
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
将
来
、
本
論
文
が
書

籍
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
際
に
は
、
重

複
す
る
説
明
を
整
理
す
る
な
ど
し
て
文
章
を
ス
リ
ム
化
し
、
そ
の
主

張
を
よ
り
明
確
に
し
た
方
が
読
者
に
と
っ
て
親
切
で
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
冗
長
さ
は
、
本
論
文
が
、
日
韓
両
国
を
対
象
と

し
た
比
較
法
研
究
が
乏
し
い
現
状
に
鑑
み
、
日
韓
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究

者
に
対
し
、
相
互
に
相
手
国
の
捜
索
・
差
押
え
に
か
か
る
議
論
を
基

本
的
な
事
項
か
ら
丁
寧
に
説
明
し
よ
う
と
す
る
こ
と
と
ト
レ
ー
ド
・

オ
フ
の
関
係
に
あ
る
。
ま
た
本
論
文
が
方
君
の
留
学
生
活
の
総
決
算

に
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
博
士
課
程
で
調
査
・
研
究
し
た
知
見
と

情
報
を
可
能
な
限
り
盛
り
込
も
う
と
す
る
姿
勢
も
理
解
は
可
能
で
あ

る
。
こ
の
た
め
、
記
述
の
冗
長
さ
は
、
本
論
文
の
学
術
的
な
価
値
を

損
ね
る
も
の
と
ま
で
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

5　

前
述
の
よ
う
に
、
本
論
文
は
、
両
国
に
対
す
る
立
法
提
案
を
行

う
意
欲
的
な
作
品
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
、
提
案
に
粗
さ
が
な
い

か
、
気
が
か
り
な
部
分
も
あ
る
。
端
的
に
言
え
ば
、
両
国
に
対
す
る

立
法
提
案
が
、
両
国
に
お
い
て
受
入
可
能
な
も
の
で
あ
る
か
、
両
国

に
お
い
て
他
の
手
段
に
よ
る
解
決
が
目
指
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
は
な

い
か
等
に
つ
い
て
の
検
討
は
手
薄
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
韓
国
は
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
の
規
定
を
持

た
な
い
ま
ま
、
国
内
所
在
の
サ
ー
バ
ー
に
対
す
る
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ

ス
や
越
境
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
を
大
法
院
判
例
に
よ
っ
て
実
現
し
て

い
る
が
、
本
論
文
は
立
法
に
よ
ら
ず
に
こ
れ
ら
の
処
分
を
行
う
こ
と

を
批
判
し
、
日
本
の
関
連
す
る
規
定
を
参
考
に
し
て
韓
国
刑
事
訴
訟

法
に
こ
れ
ら
の
処
分
の
根
拠
規
定
を
新
設
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
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る
。
こ
の
主
張
の
理
論
的
な
当
否
は
格
別
、
こ
の
よ
う
な
主
張
が
韓

国
の
立
法
実
務
に
お
い
て
実
際
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
検

討
を
要
す
る
。
韓
国
に
お
け
る
強
制
処
分
法
定
主
義
の
概
念
や
そ
の

変
遷
が
、
日
本
に
お
け
る
そ
れ
ら
と
同
様
で
あ
る
か
否
か
も
含
め
た
、

よ
り
立
体
的
な
比
較
・
検
討
も
必
要
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
検
討
を
経
て
い
れ
ば
、
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
の
法
的
根

拠
に
か
か
る
本
論
文
の
主
張
は
、
よ
り
説
得
的
な
も
の
と
な
っ
て
い

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
本
論
文
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
韓
国
刑
事
訴
訟
法
を
参
照

し
て
、
日
本
に
対
し
、
電
磁
的
記
録
に
関
す
る
捜
索
・
差
押
え
に
際

し
て
の
被
処
分
者
の
立
会
権
を
広
範
に
保
障
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張

す
る
。
特
に
電
磁
的
記
録
媒
体
を
搬
出
す
る
段
階
で
の
立
会
権
保
障

や
、
当
該
記
録
媒
体
内
の
情
報
を
探
索
す
る
際
の
立
会
権
保
障
は
、

本
論
文
の
主
張
の
う
ち
で
も
極
め
て
野
心
的
な
も
の
の
一
つ
だ
が
、

捜
査
機
関
に
よ
る
捜
索
・
差
押
え
一
般
に
つ
い
て
被
疑
者
の
立
会
権

を
認
め
て
い
な
い
日
本
刑
事
訴
訟
法
に
お
い
て
、
一
足
飛
び
に
本
論

文
が
主
張
す
る
よ
う
な
広
範
な
立
会
権
保
障
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て

合
意
形
成
が
可
能
か
否
か
は
、
必
ず
し
も
定
か
で
は
な
い
。
こ
と
に
、

当
該
記
録
媒
体
内
の
情
報
を
探
索
す
る
時
点
で
の
立
会
権
保
障
は
、

情
報
の
探
索
に
一
定
の
時
間
が
か
か
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
国
家

の
権
能
た
る
刑
罰
権
の
発
動
お
よ
び
そ
の
前
提
と
し
て
の
捜
査
権
の

行
使
と
両
立
す
る
形
で
実
現
で
き
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
韓
国
に
お

け
る
捜
査
実
務
の
現
実
や
、
韓
国
に
お
い
て
広
範
な
参
与
権
（
日
本

で
は
「
立
会
権
」）
保
障
を
行
う
べ
き
と
さ
れ
る
社
会
的
背
景
（
情

報
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
対
す
る
社
会
の
感
度
や
捜
査
機
関
に
対
す
る
信

頼
の
度
合
い
）、
参
与
（
日
本
で
は
「
立
会
い
」）
に
よ
っ
て
ど
の
よ

う
な
権
利
・
利
益
が
い
か
な
る
機
序
で
保
護
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の

か
否
か
、
こ
れ
ら
の
捜
査
実
務
の
現
実
や
社
会
的
背
景
等
が
日
本
に

お
い
て
も
同
様
か
否
か
等
、
よ
り
幅
広
い
視
野
か
ら
の
詳
細
な
比
較

検
討
が
必
要
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

6　

本
論
文
で
は
、
個
々
の
解
釈
論
的
な
問
題
に
つ
い
て
、
あ
り
得

る
考
え
方
が
複
数
示
さ
れ
る
の
み
で
、
方
君
自
身
が
ど
の
よ
う
な
立

場
を
採
る
の
か
、
必
ず
し
も
は
っ
き
り
し
な
い
箇
所
や
、
解
釈
論
的

な
詰
め
が
不
充
分
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
見
ら
れ
る
。
包

括
的
差
押
え
を
め
ぐ
る
関
連
性
に
か
か
る
議
論
や
越
境
リ
モ
ー
ト
ア

ク
セ
ス
に
か
か
る
議
論
は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
越
境
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
は
、
当
該
処
分

が
主
権
侵
害
を
伴
う
か
否
か
、
仮
に
主
権
侵
害
を
伴
う
と
し
て
も
そ

れ
が
捜
査
の
適
法
性
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
る
か
、
当
該
処
分
の

適
法
性
を
考
え
る
上
で
サ
イ
バ
ー
犯
罪
条
約
が
い
か
な
る
意
味
を
持

ち
う
る
か
等
、
国
際
法
学
の
知
見
や
国
家
実
行
の
現
実
も
踏
ま
え
た
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検
討
が
な
さ
れ
、
そ
の
上
で
、
方
君
な
り
の
結
論
が
明
示
さ
れ
れ
ば
、

本
研
究
の
学
術
的
な
価
値
が
一
層
高
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

本
論
文
の
目
的
の
ひ
と
つ
が
日
韓
両
国
に
お
け
る
議
論
を
広
範
に

紹
介
・
比
較
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
そ
こ

で
取
り
扱
わ
れ
る
個
別
の
問
題
に
つ
い
て
逐
一
精
密
で
明
確
な
結
論

を
示
す
よ
う
求
め
る
こ
と
は
、
や
や
過
度
な
要
求
と
い
う
面
も
あ
る
。

し
か
し
、
読
み
手
と
し
て
は
、
こ
れ
だ
け
詳
細
か
つ
広
範
な
検
討
を

行
っ
た
方
君
が
、
個
々
の
解
釈
論
的
な
問
題
に
対
し
ど
の
よ
う
な
検

討
を
経
て
ど
の
よ
う
な
考
え
方
に
至
っ
て
い
る
の
か
に
つ
き
、
ど
う

し
て
も
興
味
を
持
た
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

7　

も
っ
と
も
、
一
連
の
「
注
文
」
は
、
方
君
の
今
後
の
研
究
に
お

け
る
課
題
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
難
点
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
本

論
文
の
価
値
が
毀
損
さ
れ
る
も
の
と
ま
で
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

今
後
は
、
本
論
文
で
な
し
遂
げ
た
包
括
的
な
比
較
検
討
を
足
が
か
り

と
し
て
、
個
別
的
な
問
題
に
対
す
る
よ
り
細
密
な
比
較
検
討
や
解
釈

論
の
展
開
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
審
査
員
一
同
は
、
方
景
暉
君
に
博
士
（
法

学
）（
慶
應
義
塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る

と
思
料
し
、
そ
の
旨
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
〇
二
四
年
四
月
一
九
日

主
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慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

亀
井
源
太
郎

法
学
研
究
科
委
員
・
博
士（
法
学
）（
東
京
都
立
大
学
）　
　
　
　
　
　

副
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

太
田　

達
也

法
学
研
究
科
委
員
・
博
士（
法
学
）（
慶
應
義
塾
大
学
）　
　
　
　
　
　

副
査　
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
准
教
授　

成
瀬　
　

剛

学
士（
法
学
）（
東
京
大
学
）　　
　
　
　
　


